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あいさつとおたがいさま 

校 長 長谷場 明博 

７月になりました。先日の学校公開日には、たくさんの保護者の方に来ていただき、

ありがとうございました。教室に入りきらず、廊下まであふれている様子を見て、ありが

たいことだと心から思いました。 

一学期が終わります。新しいクラスになって３か月、

お子さんの様子はいかがでしょうか。私が、仲町小学

校に着任して、まず感じたのは、「高学年の子どもたち

がよくあいさつをしてくれるな」と思ったことです。毎朝

の登校時、正門であいさつをよくしてくれますが、それ

だけではありません。着任して早々、こんなことがありま

した。 

６年生は、毎年４月に親善バスケットボール大会があ 

ります。今年は、常盤北小学校で行いました。その行く途中で、６年生の子ども達が地

域の方々に「おはようございます！」と何度も挨拶をしていました。たまたま、私の元同

僚とすれ違ったのですが、その人にも、挨拶をして、「仲町小の子どもたちは、挨拶が

素晴らしいね」と褒められて、大変、誇らしかったのを覚えています。 

６年生だけではありません。５年生は、５月に管弦楽教室で文化センターまで行きま

す。北浦和駅まで徒歩で行きましたが、ここでも、地域の方々に「おはようございます！」 

と挨拶をしていて、素晴らしいなと思いました。 

そして、この両日は、５．６年生は、学校に戻ってくるのが、１２時を回ります。６年生の

親善バスケットボール大会の時は５年生が６年生の分の給食を用意し、５年生の管弦

楽教室の時は、６年生が５年生の分の給食を用意しました。疲れて帰ってきて、机の上

にきれいに並べられた給食を見て、多くの子どもたちは、感激し、「おたがいさま」の心

を学びます。おそらく、以前からこのような取組をしているのでしょう。このような素晴ら

しい取組は、これからもずっと続けていきたいと思っています。 

子どもたちは、学校生活の中で、勉強はもちろんですが、社会性や協調性など多く

のことを学びます。夏休みは、学校から離れます。普段の学校の勉強では学べないこ

とを御家庭、地域、さまざまな方たちとのコミュニケーションにより多くのことを体験し、

一回りも二回りも成長した子どもたちに会えることを楽しみにしています。 

今月もよろしくお願いいたします。 

児童会による朝のあいさつ運動 


